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ざ ら め 雪
新 雪 しま　り雪 粒径1～2mm 粒径2～4mm
密 度
9／cm3 O．ユ4 0．38 0．54 O．59
水潤状態での密度　　9／cm畠
0．65 O．93 0．89 O．80





















































































































































































































新　　雪 し　ま　り　雪しまり雪 ざらめ雪 ざらめ雪
水　　潤 水潤せず 小粒径 大粒径
平均密度g／cm3 O．095 0．37 O．37 0．37 O．44 0．39
引張強度g／・m2 4．7 30．8 120 540 9．5 26．0
　　　　　　　　　　　　　（曲げの中立軸は柱の中心にとった．）
　表2および表4の結果を対比すると，いずれもざらめ雪に比べしまり雪の方が不利な値を示
しているが，前記したような大きい流雪能力の差の原因となるとは考えられない．
　この実験結果から，一般に水潤した雪は（水潤しない場合もそうであるが）圧縮に強く，引
張りに弱いことが判明した．流雪溝の屈曲部は多くの場合直角曲りをさけて45へ2または大
きい曲率半径の円弧を用いている．屈曲部の内側折点をできるだけ上流側にずらし，雪塊に加
わる曲げモーメソトを大きくしてやるとと毛に，屈曲部に流れ込む雪塊の流速ができるだけ変
化しないような配慮が必要である．
5．要　　　約
以上の結果を要約すると次のようになる．
（1）しまり雪についても雪の投入割合を増せば見掛け上の粗度係数は増加する．
（2）50cm幅の流雪溝では，平均流速が0．7m／sを割るとら壬らの発生が多くなる．
（3）平均流速を0．7m／sと仮定した場合の流雪溝の流雪能力を表わすグラフを作成した．
　（図8，9，10）
（4）雪質の違いによって流雪能力にはかなり差が出て，しまり雪に比べざらめ雪の方が体積
　で1．5倍も多く雪を流せる．
（5）水潤雪の曲げ強度，すべり摩擦係数は共に雪質によって差はあるが，これが決定的因子
　で（4）に述べた差異が生じているとは考えられない．
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6．結　　　び
　この一連の実験で，きわめて大づかみながら流雪溝の流雪能力に関する定量的な解析ができ
た．しかし計画していた調査内容のうち，小さい勾配の問題は，実験に使用した水路が短すぎ
たために，水路勾配は小さくしても，水面勾配が急になって目的を果たさなかった．また屈曲
部の試験は大量の水が得られ，かつかなり広い面積を要する実験場が得られなかったために中
止せざるを得なかった．改めて別の機会に実施したいと考えている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献
1）　口本機械学会（1960）：機械工学便覧．第8編，第2章，p．8－15－8－37．
2）玉井健吉・鈴木松太郎（1948）：流雪溝に関する一考察．雪氷，10，No．1，p．13一ユ9．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1969年2月28日原稿受理）
一68一
